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ウ サ ギ 難 詰

一 卯 年 に 因 ん で 一

ノ ウ サ ギ

ウサギは 家畜として農村の人々によく親しまれてい

る.しかしながら沖縄には野生のウサギはvTなV'ので､

イエウサギ (家兎)の他はよく知られてVlなvl｡そこで

今年は卯年に当るので､ウサギとそれに因んだ名前､諺

などを紹介したV'｡

沖l%の方言でウサギのことをウサジと呼んでいるが､

本土ではウサと呼んでV,るところがあり､また富山県辺

りではウサンと呼んでV､る｡

ウサギにはいろいろの種類がある｡ノウサギ (野兎)

は走ることが巧みで 1時間約50キロメー トルの速さ､カ

メの 04キpメ- トルに比薮すると葉にすばしこVlもの

である｡

イエウサギはノウサギを飼い馴らしたものと思ってい

る人もあるが､両者√ま縁D遠いもので､葉はイェウサギ

の先祖はアナウサギという野生ウサギの一種である｡即

ち地中海沿岸に凄んでV,たアナウサギ を飼V,馴らして

改良したものである｡日本Dイエウサギは明治のはじめ

償､外国からもたらされたもので､日本の古V'1時代のウ

サギの記事 よすべてノウサギに関するものである｡

アンゴラとか､チンチラとかいうと何のことかはじめ

てきく人に'′まわからなvloアンゴラと名のつ くものにウ

サギカ.あり､猫があり､山羊があるO アンゴラとV,う

ウサギの品種､まアンゴラ猫やアンゴラ山羊のように長V,

毛をもってV,ることから名づけられたもののようである

が､他方 トルコのアンゴラ附近で生まれたので､そのよ

うに名づけられたとvlう説もある｡チンチラウサギはそ

の毛皮がケイ トネズミ (チンチラ､ラ-ゲラ)に似てい

るところから名づけられたものである｡

イエウサギ､ノウサギの他に特に異った形や習性をも

ったものに､ナキウサギとクロウサギの仲間がある｡ナ

キウサギは体が小さく､テンジクネズミ位の大きさで耳
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ナ 千 ウ サ ギ

は小さく尾はなvloまた前後肢はほぼ同じ長さである｡

巣の中に食物を貯え､ネズミのような鋭い鳴き声を出す

日本では北海道に産する0

7マミのクロウサギは奄美大島と徳之島の輯産で､俗

にウサギと呼ばれる仲間では最も原始的なものである.

黒かっ色乃至灰黒色を呈し､普通のウサギとは著しく外

観が異なり､一見普通のウサギとネズミの間の子のよう

にみえるO深山の樹洞や岩穴の中に凄み世界的珍獣とし

て天然記念物に指定されてV,る｡このクロウサギはノ､ブ

と同棲するといわれてお り､ これについてvlろV,ろの説

話があるが､事実はノ､ブの餌食になった黒ウサギもある

ウサギは一般におとなしく､容姿可憐である｡^によ

く馴れるが､その反面ものに驚き易∨㌔卯年生れの人は

愛きようがあり､人気もあるが､他方遠慮しがちである

とV,われてV,るのは､およそウサギの容貌の愛らしさと

性質に関係があろう｡他人のか くしごとをよく探 り出す

人をウサギ耳､とV,うたとえがあるが､ウサギの耳/ま感

覚が錠 く､もの音をよく察知することが出来る｡

ウサギは繁殖力が強大で､ネズミ製式に計算すると､

1カ年後には約80匹に達する｡生後8カ月乃至10カ月で繁

殖能力があり､1年中繁殖ができる｡しかしながら年中

繁殖が可能であっても､無裸に繁殖を行うと母ウサギが

弱体となり､生まれた子ウサギも生育がよくなV,｡妊娠

期間約1カ月､1腰5-9匹の子を産む｡復括祭D卯.′まウサ

ギがはこんで くるものとされているのは､ウサギが多産

であることに由来するものであろうか｡発情は 1週間の

周期で くるが､その陣には排卵されず､交尾した棚 t.Rに

よって約10時間後に排卵されるところに興架がある｡従

ってメスを 1年以上も種つけしないで､そのまま放って

お くと卵巣が早く老化する.専門家の請によると近年ホ

ルモン注射その他の刺戟によって排卵をうながすことが



出来るようになり､人工授精も可能であるOウサギは一

夫多妻の生活で､夜間活動するものであるが､発情期に

なると､夕方早 か々ら相手を求めて歩きまわる｡そして

食事も忘れて相手に夢中になり､そのためつV,に天敵に

裂われ､野生の叫びをあげて一生を終るものもいる.卯年

生･.まれの人は色事に苦悩が多V,とV,うことは､ こうした

ウサギの性生活と関連つけたものであるかも知れなvlo

ウサギD繁殖ノブが焼入であることは前に述べて患V'た

那,ウサギが著しくふえたために大損をした人と､同じ

ウサギでぼろV,もうけをした人もいる｡これは数10年前

のできごとであるが､ヨ-ロツパからオ-ストラリヤに

持ち込まれたウサギが著しくふえた結果､オ-ストラI)

ヤの重要物産である羊毛に悪影響を及ぼしたという記郭

がある｡即ち芋に必要な牧草はウサギに横放りされ､そ

のため羊は従来の半分の頭数しか飼えないようになり､

牧場の価 耐 ミ半減し､たちまち莫大な損害を被った｡そこ

で法律をもうけるなどウサギ凝除にいろいろの方法が講

ぜられた｡ところが捕饗された軟炭がものすごく､始末

の出来なV,ままにあちこちに山:院して隔敗に吏かせた｡

これを見た抜け目のない者は処置に困ってV,るウサギの

肉を試みにヨーロッパに送った｡それがよく売れるので

捕摩したウサギをびた一文で買い占め､たちまち大金持

ちになったということである｡ これをみてもウサギが如

何に繁殖ノブが大きいかということがうかがわれる｡

沖Ib屯で狩猟幣原としてウサギの放飼vlを考えてV,る人

がいるが､沖親鳥では野犬が横行するし､またマング-

スやハブなどの天敵がいるので､所期の目的を達成する

ことは困難であろう｡

ウサギの肉は栄養価が高く､鶏肉に似た風味があるの

で､あらQ)る料理に用V,られ､また味にくせがないので

加工の場合他の獣肉とまぜてもわかり難vloなお粘活力

が強く加工し易V,のでハム､ソーセージに交ぜて利用さ

れる｡屠殺のノブ法が完全であれば､刺身として生のまま

食べても美味しいといわれてV,る｡古くはヨ-Pツパで

はウサギの肉は美と愛をうながすものとされたらしい｡

徳川常府の恒例として元旦にウサギの肉の吸物を食べ

させたとV,う記事があるO即ち枚川家慶九代の祖､有親

及びその子親代が信濃国の林郷に潜伏していた時､同地

の豪族､林藤 卜郎光政が12月晦日に積雪をおかしてウサ

ギを捕え､翌元日に有税父子の食膳に供した｡ところが

その年から徳川豪が盛運の緒につV,たので､めでたい記

念として用いるようになったものだとV,う｡

ウサギの索はこま切れの粒になっているo庭先や野外

でそれをば らまV,て平気でピョンピョンはね 回ってV,

る｡後始末をしなV.ことをウサギの払り放しというが､

この諺;まおよそこの辺りに由来するものであろう｡卯年

生まれの人がものごとをやり放しにする癖があるといわ

れているのも､これに由来するものであろう.面白いこ

とにはヨーロッパのノウサギは自分の糞を食べる習性が

あるが､日本のノウサギはこのような下品なことはしな

V､と＼ハう｡

コウモリの一種にウサギコウモリという小形のものが

V'る｡これは実にでつかV,ノ､イカラな耳をもって去り､

その耳の長さは体の長さとほぼ同じである｡ロバは一名

ウサギウマと呼ばれてV,るが､ これも体の小さい割に艮

V'耳をもっている｡ このような呼び名はウサギのように

長い耳をもっているところから名づけられたものである

徳川時代の遊廓の隠語に遊客のことをウサギの異名で

叫ばれているが､これは人目をしのぶために羽織をかぶ

った姿が､あたかもウサギのうずくまった可憐な変に似

たところから名づけられたものらしい｡しかしながら時

と所が変ればものの見方､考え方も異なるもので､ウサ

ギのうずくまってV.る姿を神の前における祝願者に連想

して､これを信迎と結びつけ､あるいは山の主だから朝

の中は獲ってはならなvlなどとウサギを神聖視している

ところもある｡

ウサギは古くから童話や童謡､その他遊戯などにもの

されており､因幡の白ウサギの伝説､カチカチ山のウサ

ギの武勇伝､月の中のウサギの餅つき､ウサギとカメの

競争､ウサギとびなどは児童によくしたしまれており､

ウサギを飼うことは児童の情操教育の一端にもなる｡ま

た老幼婦女子をとわず､飼育が容易に出来るので､農Lbi

の副業経営上いろV,ろと利益をもたらすものである｡

1月11113日の琉球新報に掲載されたのであるが､今回

更に増補し､再録することにした｡ (高 良 鉄 夫)
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